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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レンズを遮蔽する閉状態と前記レンズを露出する開状態との間で遷移する第１および第
２の遮蔽部材と、
　前記第１および第２の遮蔽部材を駆動して、前記閉状態または開状態に遷移させる駆動
部材とを備え、
　前記第２の遮蔽部材が備える、前記第１の遮蔽部材との第１の当接面の一部が、前記開
状態または前記閉状態のいずれの状態において、前記第１の遮蔽部材が備える、前記第２
の遮蔽部材との第２の当接面の作動範囲内に位置し、
　前記第１の遮蔽部材と前記第２の遮蔽部材は、互いに逆方向に回動する
　ことを特徴とするバリア装置。
【請求項２】
　前記第２の遮蔽部材は、前記第１の遮蔽部材との合わせ面が、前記駆動部材により前記
開状態になるように回動する前記第１の遮蔽部材の先端部に押されることによって回動し
て、前記閉状態から前記開状態に遷移する
　ことを特徴とする請求項１に記載のバリア装置。
【請求項３】
　前記第２の遮蔽部材は、前記第１の当接面が、前記駆動部材により前記閉状態になるよ
うに回動する前記第１の遮蔽部材の前記第２の当接面に押されることによって回動して、
前記開状態から前記閉状態に遷移する
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　ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載のバリア装置。
【請求項４】
　前記第２の遮蔽部材は、前記閉状態または前記開状態のいずれの状態においても、前記
第１の遮蔽部材の第２の当接面より光軸方向被写体側にある
　ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載のバリア装置。
【請求項５】
　前記第１および第２の遮蔽部材を回転可能に保持する遮蔽筒を備え、
　前記遮蔽筒は、前記第２の遮蔽部材に設けられた回転穴と嵌合する回転軸を有しており
、
　前記第２の遮蔽部材は、前記回転軸と前記回転穴との嵌合長より光軸方向に長い長手部
を有している
　ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載のバリア装置。
【請求項６】
　前記長手部は、前記回転軸を挟んで光軸と反対側に設けられている
　ことを特徴とする請求項５に記載のバリア装置。
【請求項７】
　前記閉状態の時に、前記第１の遮蔽部材と前記第２の遮蔽部材とで構成される形状は、
前記遮蔽筒の被写体側へ取り付けられたカバー部材の開口部に近似する
　ことを特徴とする請求項５または請求項６に記載のバリア装置。
【請求項８】
　レンズを遮蔽する閉状態と前記レンズを露出する開状態との間で遷移する第１および第
２の遮蔽部材と、
　前記第１および第２の遮蔽部材を駆動して、前記閉状態または開状態に遷移させる駆動
部材とを備え、
　前記第２の遮蔽部材が備える、前記第１の遮蔽部材との第１の当接面の一部が、前記開
状態または前記閉状態のいずれの状態において、前記第１の遮蔽部材が備える、前記第２
の遮蔽部材との第２の当接面の作動範囲内に位置し、
　前記閉状態において、前記第１の遮蔽部材の先端部は、前記第２の遮蔽部材の前記第１
の当接面より光軸方向被写体側にある
　ことを特徴とするバリア装置。
【請求項９】
　レンズを遮蔽する閉状態と前記レンズを露出する開状態との間で遷移する第１および第
２の遮蔽部材と、
　前記第１および第２の遮蔽部材を駆動して、前記閉状態または開状態に遷移させる駆動
部材とを備え、
　前記第２の遮蔽部材が備える、前記第１の遮蔽部材との第１の当接面の一部が、前記開
状態または前記閉状態のいずれの状態において、前記第１の遮蔽部材が備える、前記第２
の遮蔽部材との第２の当接面の作動範囲内に位置し、
　前記閉状態の時に、前記第２の遮蔽部材の先端部に設けられた第３の当接面が、前記第
１の遮蔽部材の合わせ面と当接することで、前記開状態を維持する
　ことを特徴とするバリア装置。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれか１項に記載のバリア装置を備えるレンズ鏡筒。
【請求項１１】
　請求項１０に記載のレンズ鏡筒を備える撮像装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、バリア装置、レンズ鏡筒およびそれを備える撮像装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　撮影レンズの前面に設けられたバリア装置（バリア機構）を備えるレンズ鏡筒が提案さ
れている。バリア装置は、撮像装置の沈胴状態または撮影状態への移行にともなって、撮
影レンズを遮蔽または開口する。例えば、撮影レンズ前面に開閉可能に取り付けられた大
小２対の羽根部材を有するバリア部材と、バリア部材を開閉させるバリア駆動手段とを備
えたバリア機構が提案されている。
【０００３】
　特許文献１は、第１、第２の羽根部材と、駆動部材に設けられた第１、第２の係合部と
、第１、第２の付勢部材とを備えるカメラのバリア装置を開示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－３９１２９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、特許文献１が開示しているバリア装置では、バリア主羽根、バリア副羽根のそ
れぞれに対応する閉じバネが必要であり、部品点数が増加してしまう。また、このバリア
装置では、バネバランスの設定が必要となり、複雑な構造になってしまう。また、このバ
リア装置では、バリアの開閉において、バリア主羽根とバリア副羽根との間で不必要な摩
擦が発生する。さらに、このバリア装置では、レンズが広角化してくると、バリア開口径
が大きくなり、羽根部材および開きバネのスペースが減少してしまい、羽根部材の回転軸
の嵌合長が取れなくなるため、組立時に羽根部材が外れやすくなってしまう。
【０００６】
　本発明は、上記の課題の少なくとも一つを解決するためになされたものである。本発明
は、部品点数を削減でき、簡単な構成でバリアの開閉動作を可能とするバリア装置の提供
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一実施形態のバリア装置は、レンズを遮蔽する閉状態と前記レンズを露出する
開状態との間で遷移する第１および第２の遮蔽部材と、前記第１および第２の遮蔽部材を
駆動して、前記閉状態または開状態に遷移させる駆動部材とを備える。前記第２の遮蔽部
材が備える、前記第１の遮蔽部材との第１の当接面の一部が、前記開状態または前記閉状
態のいずれかの状態において、前記第１の遮蔽部材が備える、前記第２の遮蔽部材との第
２の当接面の作動範囲内に位置し、前記第１の遮蔽部材と前記第２の遮蔽部材は、互いに
逆方向に回動する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明のバリア装置によれば、部品点数を削減でき、簡単な構成でバリアの開閉動作が
可能なる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】レンズ鏡筒の分解斜視図の例である。
【図２】撮影状態におけるレンズ鏡筒の断面図の例である。
【図３】沈胴状態におけるレンズ鏡筒の断面図の例である。
【図４】閉状態と開状態におけるバリア主羽根とバリア副羽根との位置関係を説明する図
である。
【図５】バリア群の分解斜視図の例である。
【図６】閉状態におけるバリア群の斜視図である。
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【図７】開状態におけるバリア群の斜視図である。
【図８】開状態におけるバリア群の正面図である。
【図９】バリア群の閉状態から開状態への動作を説明する図である。
【図１０】閉状態におけるバリア群の正面図である。
【図１１】バリア主羽根の作動範囲内にバリア副羽根の当接面の一部が位置しない構成を
示す図である。
【図１２】バリア主羽根とバリア副羽根とで構成される形状を説明する図である。
【図１３】バリア副羽根の断面図の例である。
【図１４】バリア副羽根の回転軸付近の拡大図である。
【図１５】閉状態におけるバリア群の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下に、図１乃至図３を参照して、本実施形態のバリア装置を含むレンズ鏡筒の構成例
について説明する。図１は、レンズ鏡筒の分解斜視図の例である。図２は、撮影状態にお
けるレンズ鏡筒の断面図の例である。図３は、沈胴状態におけるレンズ鏡筒の断面図の例
である。本実施形態の撮像装置は、図１乃至３が示すレンズ鏡筒を備える。
【００１１】
　第１レンズ群１００は、第１レンズ１０１と、第１レンズ１０１を保持する円筒状の第
１レンズ枠１０２を有する。第１レンズ枠１０２の内周面には、径方向内側に突出すると
共に、内周方向において等角度の間隔で設けられたカムピン１０２ａと、第１レンズ群１
００を回転規制するキー溝１とが設けられている。また、外周面には、バリア群を回転規
制するキー溝１０２ｃが等角度の間隔で設けられている。なお、本実施形態では、第１レ
ンズ１０１と第１レンズ枠１０２とは別体構成となっているが、一体構成でもかまわない
。
【００１２】
　バリア群１５０は、本実施形態のバリア装置である。バリア群１５０は、バリア筒１５
１、バリアドライブリング１５２、バリア開きバネ１５３、バリア主羽根１５４、バリア
副羽根１５５、キャップテープ１５６、キャップ１５７を備える。キャップ１５７は、キ
ャップテープ１５６により、バリア筒１５１の被写体側へ取り付けられるカバー部材であ
る。
【００１３】
　バリア筒１５１の内周面には、径方向内側に突出すると共に、内周方向において等角度
の間隔で設けられたカムピン１５１ａと、バリア群１５０を回転規制する直進キー１５１
ｂとが設けられている。
【００１４】
　第２レンズ群２００は、第２レンズ２０１と、第２レンズ２０１を保持する円筒状の第
２レンズ枠２０２を有する。第２レンズ枠２０２の外周面には、径方向外側に突出すると
共に、外周方向において等角度の間隔で設けられたカムピン２０２ａと、第２レンズ群２
００を回転規制する直進キー２０２ｂとが設けられている。
【００１５】
　第３レンズ群３００には、３群ベース３０３の結像面側に、光量調整部材であるシャッ
ター羽根３１０、ＮＤフィルター３１２、セパレートシート３１１、シャッターカバー３
１３、シャッターアクチュエータが設けられている。３群ベース３０３の被写体側には、
像振れ補正用コイル３０４、転動ボール３０５、第３レンズ枠３０２、第３レンズ３０１
、バネ３０６、キャップ３０７が設けられている。また、３群ベース３０３の被写体側に
は、像振れ補正ホルダー３０８、ＦＰＣ３０９、およびＦＰＣ３０９に固定された位置検
出センサ３１６が設けられている。第３レンズ枠３０２は、第３レンズ３０１を保持する
。また、第３レンズ枠３０２には、被写体側に、光量を規制するキャップ３０７が取り付
けられる。
【００１６】
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　また、第３レンズ枠３０２は、像振れ補正用マグネット３１５を保持している。また第
３レンズ枠３０２はボール３０５、バネ３０６の作用により、３群ベースに移動可能に保
持される。また、第３レンズ枠３０２は、像振れ補正用コイル３０４および像振れ補正用
マグネット３１５の作用により発生する駆動力により、撮像光学系の光軸に直交する方向
の任意の位置へ移動し、位置検出センサ３１６により位置制御される。
【００１７】
　第１レンズ枠１０２の内側には、直進筒６０２が設けられている。直進筒６０２は、カ
ム筒４０１に対して回動自在であるとともに、直進プレート６０４に回転規制されるい。
また、直進筒６０２は第１レンズ群１００、第２レンズ群２００、第３レンズ群３００の
回転を規制し、第１レンズ群１００、第２レンズ群２００、第３レンズ群３００の光軸方
向への移動を直進案内する。
【００１８】
　直進筒６０２の外周面には、キー溝６０２ｄが設けられている。キー溝６０２ｄは、直
進プレート６０４の直進キー６０４ａと嵌合すると共に、直進プレート６０４を回転規制
する。また、直進筒６０２の被写体側には、直進キー６０２ａが設けられている。直進キ
ー６０２ａは、第１レンズ枠１０２のキー溝１０２ｂと嵌合する。
【００１９】
　また、直進筒６０２の内周面には、第２レンズ枠２０２の直進キー２０２ｂを回転規制
するための貫通したキー溝６０２ｂ、３群ベース３０３の直進キー３０３ｂを回転規制す
るための貫通したキー溝６０２ｃが等角度間隔で設けられている。直進筒６０２の結像面
側には、有害光を遮断する遮光板６０３が取り付けられる。
【００２０】
　直進筒６０２の外周面は、カム筒６０１の内面と嵌合する。また、直進筒６０２の外周
面は、カム筒６０１とバヨネット結合することで、カム筒６０１と相対的に回転可能に保
持される。
【００２１】
　直進プレート６０４には、光軸方向に伸びた直進筒６０２のキー溝６０２ｄと嵌合する
直進キー６０４ａ、およびカバー筒５０３のキー溝と嵌合する直進キー６０４ｂが設けら
れている。また、円弧上の外周部は、カムカバー５０１とバヨネット結合することで、カ
ムカバー５０１と相対的に回転可能に保持される。また、この外周部には、固定筒７０１
の内周面に設けられたキー溝７０１ａと嵌合し、直進規制される直進キー６０４ｃが等角
度間隔に設けられている。
【００２２】
　カム筒６０１の外周には、カバー筒５０３が設けられている。カバー筒５０３は、直進
プレート６０４に回転規制され、カムカバー５０１により光軸方向に進退する。カバー筒
５０３の内周面には、直進プレート６０４の直進キー６０４ｂと嵌合するキー溝が設けら
れている。また、カバー筒５０３の外周面には、カムピン５０３ａが設けられている。カ
ムピン５０３ａは、カバー筒５０３の外周方向において等角度の間隔で設けられ、カバー
筒５０３の径方向外側に突出すると共に、カムカバー５０１内面に設けられたカム溝５０
１ｂに挿入される。また、カバー筒５０３の被写体側には、カムカバー５０１の補強と装
飾を兼ねるカムカバーリング５０４が取り付けられる。
【００２３】
　カムカバー５０１の外周面には、カムピン５０１ａと、第５ギアと連結するギア部５０
１ｃとが設けられている。カムピン５０１ａはカムカバー５０１の外周方向において等角
度の間隔で設けられ、カムカバー５０１の径方向外側に突出すると共に、固定筒７０１の
内周面に設けられたカム溝７０１ｂに挿入される。カムカバー５０１の内周面には、カバ
ー筒５０３のカムピン５０３ａが挿入されるカム溝５０１ｂが等角度間隔に設けられてい
る。また、この内周面には、カム筒６０１の回転キー６０１ｅと嵌合するキー溝が設けら
れている。また、カムカバー５０１の被写体側には、カム筒６０１の補強と装飾を兼ねる
カム筒リング５０２が取り付けられる。
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【００２４】
　カム筒６０１の内周面には、第２レンズ枠２０２のカムピン２０２ａが挿入されるカム
溝６０１ｃ、および３群ベース３０３のカムピン３０３ａが挿入されるカム溝６０１ｄが
、等角度の間隔で設けられている。
【００２５】
　カム筒６０１の外周面には、第１レンズ枠１０２のカムピン１０２ａが挿入されるカム
溝６０１ａ、およびバリア筒１５１のカムピン１５１ａが挿入されるカム溝６０１ｂが等
角度間隔で設けられている。また、この外周面には、カムカバー５０１のキー溝と嵌合す
る回転キー６０１ｅが設けられている。
【００２６】
　カム筒６０１は、カバー筒５０３とバヨネット結合しており、直進筒６０２、直進プレ
ート６０４、カムカバー５０１の作用により、カバー筒５０３と回転可能に保持される。
また、カム筒６０１は、カムカバー５０１の作用により光軸方向へ進退する。カバー筒５
０３の外周には固定筒７０１が配置する。
【００２７】
　固定筒７０１の内周面には，直進プレート６０４の直進キー６０４ｃと嵌合し、回転規
制するキー溝７０１ａ、およびカムカバー５０１のカムピン５０１ａが挿入されるカム溝
７０１ｂが、等角度の間隔で設けられている。また、固定筒７０１の被写体側には、レン
ズ鏡筒内への異物侵入を防止する防砂シート７０４が配置される。
【００２８】
　センサーホルダー７００は、第４レンズ群４００の駆動源４１０、第４レンズ群４００
のメインガイド４０４、レンズ鏡筒の駆動源７０３、駆動源７０３の動力をカムカバー５
０１へ伝えるギア７１１乃至ギア７１５を保持する。
【００２９】
　ギア７１１乃至ギア７１４は、ギアカバー７０２によりセンサーホルダー７００に保持
される。なお、ギアカバー７０２には、部材７２０がねじ７３０によって取り付けられて
いる。第５ギアとしてのギア７１５は固定筒７０１とセンサーホルダー７００に保持され
る。
【００３０】
　第４レンズ群４００は、第４レンズ４０１と第４レンズ保持枠４０２とを備える。第４
レンズ群４００は、メインガイド４０４、センサーホルダー７００に設けられたサブガイ
ド７００ａにより回転規制される。また、第４レンズ群４００は、駆動源４１０に設けら
れたスクリュー４１１と螺合する。そして、第４レンズ群４００は、駆動源４１０の回転
により光軸方向へ進退するナット４１２と、レンズ枠４０２とナット４１２を当接させる
スプリング４０３の効果により、光軸方向へ移動可能な状態で配置されている。
【００３１】
　撮像素子８００をセンサーホルダー７００に固定する際、センサーラバー８１０の弾性
を利用し、保護ガラス８２０をセンサーホルダー７００に押しつけるように固定する。セ
ンサーホルダー７００と固定筒７０１とを、ねじ８４０で固定することで、レンズ鏡筒を
ユニット化している。なお、図２中の符号８３０は、撮像素子裏側のねじである。また、
符号７４０は、フレキシブルプリント基板である。
【００３２】
　ここで、レンズ鏡筒が沈胴状態から撮影状態に移行するとき、まず、駆動源７０３の動
力によりギア７１１乃至７１５が回転し、カムカバー５０１が回転駆動する。カムカバー
５０１は、固定筒７０１の内側と嵌合しており、その内側に設けられたカム溝７０１ｂの
作用により、光軸方向へ回転しながら繰り出される。カムカバー５０１が回転すると、カ
ム筒６０１は、カムカバー５０１、直進プレート６０４、直進筒６０２、カバー筒６０２
の作用により、光軸方向へ回転しながら繰り出される。
【００３３】
　直進筒６０２は、バヨネット結合により、カム筒６０１に相対的に回転可能な状態で保
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持されている。また、直進筒６０２は直進プレート６０４により回転規制されているため
、カム筒６０１が回転すると、直進筒６０２は光軸方向へ直進移動しながら繰り出される
。
【００３４】
　カム筒６０１にカム結合している第１レンズ群１００、バリア群１５０、第２レンズ群
２００、第３レンズ群３００は、カム筒６０１と直進筒６０２の作用により、光軸方向へ
直進移動しながら繰り出される。
【００３５】
　また、第４レンズ群４００は、駆動源４１０に設けられたスクリュー４１１とナット４
１２の作用により光軸方向へ移動可能な状態で保持される。また、第４レンズ群４００は
、メインガイド４０４、サブガイド７００ａにより回転規制されており、カム筒６０１の
移動とは関係なく、独立して光軸方向へ直進移動しながら繰り出される。
【００３６】
　以上の構成により、カムカバー５０１が回転することで、各レンズ群が沈胴位置から被
写体側に向けて繰り出すことでレンズ鏡筒が沈胴状態から撮影状態へと移行する。
【００３７】
　なお、レンズ鏡筒は、固定筒７０１、カムカバー５０１、カム筒６０１の作用により、
適宜相互間の距離が調整されてズーミングが行われる。
【００３８】
　次に、図４乃至図１０を参照して、本実施形態におけるバリアの開閉動作について説明
する。図４は、閉状態と開状態におけるバリア主羽根とバリア副羽根との位置関係を説明
する図である。図４（Ａ）が、閉状態におけるバリア主羽根とバリア副羽根との位置関係
を示す。図４（Ｂ）が、開状態におけるバリア主羽根とバリア副羽根との位置関係を示す
。図５は、バリア群の分解斜視図の例である。図６は、閉状態におけるバリア群の斜視図
である。図７は、閉状態におけるバリア群の斜視図である。図８は、開状態におけるバリ
ア群の正面図である。図９は、バリア群の閉状態から開状態への動作を説明する図である
。図１０は、閉状態におけるバリア群の正面図である。
【００３９】
　バリア筒１５１には、被写体側の光軸を挟んで対向する２箇所に、バリア主羽根１５４
の回転軸１５４ａが挿入される回転穴１５１ｃと、バリア副羽根１５５の回転穴１５５ａ
に挿入される回転軸１５１ｄとが設けられている。
【００４０】
　第１の遮蔽部材であるバリア主羽根１５４は、レンズ（一群レンズ１０１）を遮蔽する
閉状態とレンズを露出する開状態との間で遷移する。バリア主羽根１５４には、回転軸１
５４ａ、バネ係止部１５４ｂ、平面部１５４ｃ、当接面１５４ｄが設けられている。平面
部１５４ｃは、バリアドライブリング１５２の当接部１５２ｂと接する。当接面１５４ｄ
は、バリア副羽根の当接面１５５ｂと当接する。当接面１５５ｂは、第１の当接面として
機能し、当接面１５４ｄは、第２の当接面として機能する。バリア主羽根１５４は、回転
軸１５４ａが、バリア筒１５１の回転穴１５１ｃに挿入されることで、バリア筒１５１に
回転可能に保持される。
【００４１】
　第２の遮蔽部材であるバリア副羽根１５５は、レンズ（一群レンズ１０１）を遮蔽する
閉状態とレンズを露出する開状態との間で遷移する。バリア副羽根１５５には、バリア筒
１５１に設けられた回転軸１５１ｄが挿入される回転穴１５５ａ、およびバリア主羽根１
５４の当接面１５４ｄと接する当接面１５５ｂが設けられている。バリア副羽根１５５は
、回転穴１５５ａにバリア筒１５１の回転軸１５１ｄが挿入されることで、バリア筒１５
１に回転可能に保持される。すなわち、バリア筒１５１は、バリア主羽根１５４およびバ
リア副羽根１５５を回転可能に保持する遮蔽筒として機能する。
【００４２】
　バリアドライブリング１５２は、カム筒６０１の回転に連動して回転するように、バリ
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ア筒１５１の前面部分にバヨネット結合により回動可能に装着され、カム筒６０１の回転
に連動して回動する。また、バリアドライブリング１５２には、周方向に突出し、光軸を
挟んで対向する２箇所に、バネ掛け部１５２ａ、バリア主羽根１５４との当接部１５２ｂ
が設けられている。
【００４３】
　バリアドライブリング１５２は、カム筒６０１の回転に連動して回転するように、バリ
ア筒１５１の前面部分に回動可能に装着されている。また、バリアドライブリング１５２
には、その直径方向に対応する２箇所に、バネ掛け部１５２ａが突設されている。
【００４４】
　バリア主羽根１５４のバネ係止部１５４ｂと、バリアドライブリング１５２のバネ掛け
部１５２ａとの間に、開きバネ１５３が架設されている。開きバネ１５３は、引張コイル
バネ（例えば、コイルスプリング）である。このように構成することにより、バリアドラ
イブリング１５２には、開きバネ１５３により、バリア主羽根１５４に対して図６中の矢
印０１０に示すようにバリア主羽根１５４が開く方向（バリア開方向）に回転力が与えら
れる。
【００４５】
　バリア主羽根１５４およびバリア副羽根１５５は、共に同形状の２組の羽根を用いて沈
胴時に一群レンズ１０１の前面を覆うように構成されている。バリア主羽根部１５４は、
その回転軸１５４ａがバリア筒１５１の前面に設けられた回転穴１５１ｃと嵌合し、回転
軸１５４ａを中心に回転して開閉動作可能に装着される。また、バリア副羽根１５５は、
その回転穴１５５ａがバリア筒１５１の前面に設けられた回転軸１５１ｄと嵌合し、回転
軸１５１ｄを中心に回転して開閉動作可能に装着される。
【００４６】
　次に、レンズ鏡筒におけるバリア主羽根１５４およびバリア副羽根１５５を開閉するた
めの構成について、詳細に説明する。
【００４７】
　バリアドライブリング１５２は、略円環状に形成されており、その外周面上からＬ字型
状に折曲して延出された連動部１５２ｃが一体的に設けられている。連動部１５２ｃには
、レンズ鏡筒の沈胴時に、カム筒６０１前方（被写体側）に設けられたバリア駆動部６０
１ｆが当接される。バリアが閉状態から開状態へ移行するとき、バリアドライブリング１
５２の連動部１５２ｃは、開きバネ１５３の開き付勢力によりバリア駆動部６０１ｆに当
接しながら、図６の矢印０１０が示すバリア開方向へ回転させる。
【００４８】
　バリアドライブリング１５２には、当接面１５２ｂが設けられている。バリア開動作時
に当接面１５２ｂがバリア主羽根１５４の平面部１５４ｃと当接する。これにより、バリ
アドライブリング１５２の回転動作がバリア主羽根１５４に伝達され、バリア主羽根１５
４は図８中の矢印０１１が示す方向へ開動する。
【００４９】
　一方、バリア副羽根１５５が、閉じ状態から開き状態へ移行するとき、バリア主羽根１
５４との合わせ面１５５ｃがバリア主羽根１５４の先端部１５４ｅに押しのけられる。こ
れにより、バリア副羽根１５５が、図８中の矢印０１２が示す方向へ開動する。本実施例
においてはバリア副羽根１５５は回転付勢されていないので、バリア主羽根１５４の開動
作を妨げることなく閉じ状態から開き動作へ移行する。例えば、バリア主羽根１５４、バ
リア副羽根１５５は、図９（Ａ）が示す閉状態から、図９（Ｂ）、図９（Ｃ）に示す状態
に順次移行し、最終的に図９（Ｄ）に示す開状態となる。つまり、バリア副羽根１５５は
、合わせ面１５５ｃが、バリアドライブリング１５２により開状態になるように回動する
バリア主羽根１５４の先端部に押されることによって回動して、閉状態から前記開状態に
遷移する。したがって、バリアドライブリング１５２は、バリア主羽根１５４、バリア副
羽根１５５を駆動して、閉状態または開状態に遷移させる駆動部材として機能する。
【００５０】
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　ここで、バリア副羽根１５５の回転穴１５５ａ付近には、バリア主羽根１５４の羽根先
端部に設けられた当接面１５４ｄと当接する当接面１５５ｂが設けられている。そのため
、バリア羽根の開閉動作中は、バリア主羽根１５４の開動作によりバリア副羽根１５５が
押し開けられても、当接面１５５ｂがストッパーの役割を果たすため、開きすぎることは
ない。
【００５１】
　バリア開状態の時、バリア主羽根１５４は開きバネ１５３の作用により、バリア主羽根
１５４のストッパー１５４ｆとバリア筒１５１のストッパー１５１ｅが当接し、開状態を
保持する。
【００５２】
　バリア副羽根１５５は、バリア主羽根１５４の先端部１５４ｅとバリア筒に設けられた
ストッパー部１５１ｆの間で、バリア主羽根１５４に付勢されることなく回動可能な状態
で保持される。これにより、開状態が維持される。
【００５３】
　次に、バリアが開状態から閉状態へ移行するとき、カム筒６０１のバリア駆動部６０１
ｆは、開きバネ１５３の開き方向付勢力に抗しながら、バリアドライブリング１５２を、
閉まる方向（バリア閉方向、図７中の矢印０１５方向）へ回転させる。すなわち、カメラ
の沈胴動作時に、駆動源７０３から伝達された回転駆動力により回転されたカム筒６０１
のバリア駆動部６０１ｆが、連動部１５２ｃを押してバリアドライブリング１５２をバリ
ア閉方向へ回転させる。このとき、平面部１５４ｃとバリアドライブリング１５２の当接
面１５２ｂが、バリア開きバネ１５３の付勢力により当接している。したがって、バリア
主羽根１５４は、バリアドライブリング１５２の回転動作に連動しながら、閉まる方向（
バリア閉方向、図１０の矢印０１６方向）へと回転する。
【００５４】
　図１（Ａ）及び（Ｂ）に示すとおり、バリア主羽根１５４、バリア副羽根１５５の作動
範囲内１５４ｈ、１５５ｅにおいて、バリア副羽根１５５の当接面１５５ｂの一部がバリ
ア主羽根１５４の当接面１５４ｄの作動範囲内１５４ｈに位置する。そのため、バリア副
羽根１５５は、バリア主羽根作動範囲１５４ｈのどの位置にいても、バリア主羽根１５４
の当接面１５４ｄに当接面１５５ｂが押される形で、閉まる方向（バリア閉方向、図１０
の矢印０１７方向）へと回転する。すなわち、バリア副羽根１５５は、当接面１５５ｂが
、バリアドライブリング１５２により閉状態になるように回動するバリア主羽根１５４の
当接面１５４ｄに押されることによって回動して、開状態から閉状態に遷移する。
【００５５】
　以上の一連の動作により、バリア主羽根１５４およびバリア副羽根１５５は、レンズ鏡
筒のズーミングに連動して開閉可能となる。
【００５６】
　図１１は、バリア主羽根の作動範囲内にバリア副羽根の当接面の一部が位置しない構成
を示す図である。図１１（Ａ）が示す当接部形状では、当接面１５５ｂと当接面１５４ｄ
は、開位置付近１５５ｆでは当接するためバリア副羽根１５５を閉じ方向へと回動できる
が、閉位置付近１５５ｇでは当接できず、バリア副羽根１５５は閉状態を維持できなくな
ってしまう。また、図１１（Ｂ）が示す当接部形状では、当接面１５５ｂと当接面１５４
ｄは、閉位置付近１５５ｇでは当接するためバリア副羽根１５５を閉じ状態で保持できる
が、開位置付近１５５ｆでは当接しない。したがって、バリア副羽根１５５を閉状態へと
移行できなくなってしまう。
【００５７】
　一方、本実施形態では、図１１を参照して説明したように、バリア副羽根１５５の当接
面１５５ｂの一部が、バリア主羽根１５４の当接面１５４ｄの作動範囲内１５４ｈに位置
する。したがって、バリア副羽根１５５は、バリア主羽根作動範囲１５４ｈのどの位置に
いても、開状態から閉状態へと移行することができる。
【００５８】
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　また、バリア副羽根１５５は、開状態または閉状態のいずれにおいても、バリア主羽根
１５４の当接面１５４ｄの上部（光軸方向被写体側）に位置している。これにより、バリ
ア副羽根１５５に外力が加わっても、第１レンズ１０１側に落ち込むことはない。
【００５９】
　さらに、バリア閉じ状態では、バリア主羽根１５４の先端部１５４ｅが、バリア副羽根
１５５の当接面１５５ｂの上部（光軸方向被写体側）に位置する。これにより、バリア主
羽根１５４とバリア副羽根１５５とでバヨネット構造が構成されるので、バリア副羽根１
５５が外れてしまわないようにすることができる。
【００６０】
　閉状態では、開きバネ１５３の作用により、当接面１５４ｄに当接面１５５ｂが当接し
、またバリア副羽根１５５の羽根先端部に設けられた当接面（第３の当接面）１５５ｄが
、バリア主羽根１５４の合わせ面１５５ｇと当接する。これにより、閉状態が維持される
。また、このことで、バリア閉状態で片方のバリア主羽根１５４およびバリア副羽根１５
５をこじ開けられたとき、もう片方のバリア副羽根１５５がバリア主羽根１５４の閉じス
トッパーとなり、バリア主羽根１５４の開口部１５７ａの中央への侵入が防止される。
【００６１】
　図１２は、バリア主羽根とバリア副羽根とで構成される形状を説明する図である。図１
２に示すように、バリア主羽根１５４とバリア副羽根１５５とで構成される形状は、キャ
ップ１５７の開口部１５７ａの形状と略近似の関係にある。これにより、バリア形状を最
小にすると共に、バリア筒１５１のキャップ貼り付け面１５１ｇの面積を可能な限り多く
とることが可能となる。また、キャップ貼り付け面１５１ｇの面積を多く取れることで、
キャップ１５７の接着強度を増加することができる。
【００６２】
　以上説明した本実施形態のバリア装置によれば、バリア主羽根、バリア副羽根のそれぞ
れに対応する閉じバネを不要とすることができ、部品点数の増加を抑えることができる。
また、このバリア装置は、本実施例においてはバリア副羽根１５５は回転付勢されていな
いので、バネバランスの設定が不要となる。これにより、コストダウンが可能となり、さ
らに組立性も向上する。また、このバリア装置では、開状態から閉状態への移行時に、バ
リア主羽根１５４の当接面１５４ｄに当接面１５５ｂが押される形で、バリア副羽根１５
５ｂがバリア閉方向へと回転する。これにより、バリア主羽根とバリア副羽根との間で不
必要な摩擦が発生しない。
【００６３】
　ここで、バリア副羽根１５５とバリア筒１５１との嵌合について説明する。図１３は、
バリア副羽根の断面図の例である。図１４は、バリア副羽根の回転軸付近の拡大図である
。前述の通り、バリア副羽根１５５は、回転穴１５５ａを有している。回転穴１５５ａは
、バリア筒１５１が備える回転軸１５１ｄと嵌合する。そのため、回転軸１５１ｄと回転
穴１５５ａとの嵌合長は、バリア羽根１５５の厚みに相当する嵌合長１５５ｇしか確保す
ることができない。その結果、バリア副羽根１５５をバリア筒１５１へ組むときは、嵌合
長が短いので、バリア副羽根１５５が非常に外れやすくなってしまう。
【００６４】
　しかし、本実施形態では、図１５に示すように、バリア副羽根１５５は、その回転軸方
向（光軸方向）へ伸びた嵌合長１５５ｇよりも長い長手部１５５ｈを有している。このた
め、バリア副羽根１５５をバリア筒１５１へ組み付ける際、長手部１５５ｈの効果で、不
用意にはずれることを低減することができる。
【００６５】
　長手部１５５ｈは、嵌合軸１５１ｄを挟んで、光軸と反対側に配置されている。これに
より、鏡筒中心側のスペースを確保することができるため、レンズの広角化に伴い第１レ
ンズ１０１が大径化した際も、鏡筒の外径サイズを小さくすることが可能となる。
【００６６】
　また、本構成をとることで、バリア筒１５１のバリア副羽根１５５の回転軸径１５１ｈ
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よりも嵌合長１５５ｇが短い構成のバリア羽根においても、組立性を向上させることが可
能となる。
【００６７】
　本発明の好ましい実施形態について説明したが、本発明はこれらの実施形態に限定され
ず、その要旨の範囲内で種々の変形及び変更が可能である。
【符号の説明】
【００６８】
　１５１　バリア筒
　１５２　バリアドライブリング
　１５３　バリア開きバネ
　１５４　バリア主羽根
　１５５　バリア副羽根

【図１】 【図２】
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